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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】重量増加をしないでも、より重心を下げてより
高弾道の打球が得られると共に、芯で打撃できたことを
より感知し易く、打感を向上できるゴルフクラブを提供
する。
【解決手段】フェース部の後側は、トップ部縁部ＦＴＰ
の下側は薄肉部Ｚ１であり、背面が曲面から成る肉厚増
加部Ｚ２であり、ヘッドのトウ部寄り領域とヒール部寄
り領域とを除いたトウ・ヒール方向の中央領域には、前
記肉厚増加部よりも厚肉の厚肉部Ｚ３を設け、該厚肉部
の上端部はヘッドの重心Ｇよりも高い位置にあり、該厚
肉部の下方領域を上端部よりも厚肉に形成しており、該
厚肉部の下端部はソール部側縁部ＦＳに連結しており、
該厚肉部に隣接したトウ部寄り領域Ｚ２Ｂとヒール部寄
り領域Ｚ２Ｃは肉厚増加部の領域であり、標準載置状態
で、ヘッド重心を通る垂線Ｌ２がトップラインと交差す
る位置Ｐ１までの高さの７０％以下の高さ位置に前記厚
肉部上端部が位置している。
【選択図】図２



(2) JP 2010-51618 A 2010.3.11

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フェース部の後側は、
　　ヘッド周辺部を厚肉の縁部で覆っており、
　　トップ部の前記縁部の下側は前記縁部よりも薄肉の薄肉部であり、
　　該薄肉部の下側は、肉厚の増加率が下方程大きくなるよう背面が曲面から成る肉厚増
加部であり、
　　該肉厚増加部の下側であって、ヘッドのトウ部寄り領域とヒール部寄り領域とを除い
たトウ・ヒール方向の中央領域には、前記肉厚増加部よりも厚肉の厚肉部を設け、該厚肉
部の上端部はヘッドの重心よりも高い位置にあり、段差状に肉厚が厚くなっていると共に
、該厚肉部の下方領域を上端部よりも厚肉に形成しており、該厚肉部の下端部はソール部
側の前記縁部に連結しており、
　該厚肉部に隣接したトウ部寄り領域とヒール部寄り領域は前記肉厚増加部の領域であり
、
　ヘッドを所定ライ角の標準載置状態にした状態で、ヘッドの重心を通る垂線が正面から
見たヘッドのトップラインと交差する位置までの高さの７０％以下の高さ位置に前記厚肉
部の上端部が位置している
　ことを特徴とするアイアン型ヘッドを有するゴルフクラブ。
【請求項２】
　前記重心は前記厚肉部の内部に位置している請求項１記載のアイアン型ヘッドを有する
ゴルフクラブ。
【請求項３】
　スィートスポットは、ヘッドを所定ライ角の標準載置状態にした状態で、ヘッドの重心
を通る垂線が正面から見たヘッドのトップラインと交差する位置までの高さの１／２以下
の高さ位置にある請求項１又は２記載のアイアン型ヘッドを有するゴルフクラブ。
【請求項４】
　前記重心は、正面視において、前記垂線で切り取られる前記厚肉部の上下方向幅の中間
位置よりも上に位置している請求項１～３の何れか１記載のアイアン型ゴルフクラブヘッ
ドを有するゴルフクラブ。
【請求項５】
　前記厚肉部の上端部ラインは概ね直線であり、その指向方向は、ヘッドを所定ライ角の
標準載置状態にした状態で、水平を０度として、０度からトウ側が上がる＋２０度の範囲
にある請求項１～４の何れか１記載のアイアン型ヘッドを有するゴルフクラブ。
【請求項６】
　ヘッドを所定ライ角の標準載置状態にした状態の正面視で、前記厚肉部の上端部ライン
の中間位置を通る水平線がヘッド外周と交差するヒール側点とトウ側点との距離に対して
、前記上端部の前記水平線に沿った長さは３０％以下である請求項１～５の何れか１記載
のアイアン型ヘッドを有するゴルフクラブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アイアン型ヘッドを有するゴルフクラブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　アイアン型ヘッドを有するゴルフクラブは、通常、フェアウエイで打撃する場合は、ヘ
ッドの下部が打撃位置となる。また、打感を向上させるためには、打撃位置の肉厚を厚く
することが必要である。しかし、フェース部の全体を厚肉化すればヘッドが必要以上に重
量化してしまう。そこで本出願人は下記特許文献１に開示の発明を成し、重量を大きくし
過ぎないで打感の急変を防止して打感を向上させ、打ち易いアイアン型ヘッドを有するゴ
ルフクラブを提供した。
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【特許文献１】特開２００７－２８９６３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　然しながら、上記特許文献１の構造が最良というわけではなく、更に改善の余地がある
。
　よって本発明が解決しようとする課題は、重量増加をしないでも、より重心を下げてよ
り高弾道の打球が得られると共に、芯で打撃できたことをより感知し易く、これにより打
感を向上できて打ち易いアイアン型ヘッドを有するゴルフクラブを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の発明は、フェース部の後側は、ヘッド周辺部を厚肉の縁部で覆っており、トップ
部の前記縁部の下側は前記縁部よりも薄肉の薄肉部であり、該薄肉部の下側は、肉厚の増
加率が下方程大きくなるよう背面が曲面から成る肉厚増加部であり、該肉厚増加部の下側
であって、ヘッドのトウ部寄り領域とヒール部寄り領域とを除いたトウ・ヒール方向の中
央領域には、前記肉厚増加部よりも厚肉の厚肉部を設け、該厚肉部の上端部はヘッドの重
心よりも高い位置にあり、段差状に肉厚が厚くなっていると共に、該厚肉部の下方領域を
上端部よりも厚肉に形成しており、該厚肉部の下端部はソール部側の前記縁部に連結して
おり、該厚肉部に隣接したトウ部寄り領域とヒール部寄り領域は前記肉厚増加部の領域で
あり、ヘッドを所定ライ角の標準載置状態にした状態で、ヘッドの重心を通る垂線が正面
から見たヘッドのトップラインと交差する位置までの高さの７０％以下の高さ位置に前記
厚肉部の上端部が位置していることを特徴とするアイアン型ヘッドを有するゴルフクラブ
を提供する。
　肉厚増加部の肉厚の増加率が下方程大きくなる、ということに関し、局所的な溝や凸部
が存在して、増加率が局所的に乱れても、それは本願発明範囲内とする。また、フェース
部の後側の何処かに、通常刻印される番手番号、商品名等の刻印や模様が存在する場合、
これらが無いものとして発明構成判断をする。
　厚肉部の上端部はヘッドの重心よりも高い位置にあり、厚肉部はスィートスポットをも
含んでいる。
　７０％以下は、好ましくは、６５％以下である。下限を含めて書けば４５％～７０％、
より狭い範囲では５０％～６５％である。
【０００５】
　第２の発明は、第１の発明の前記重心は前記厚肉部の内部に位置しているよう構成する
。
　第３の発明では、第１又は第２の発明のスィートスポットは、ヘッドを所定ライ角の標
準載置状態にした状態で、ヘッドの重心を通る垂線が正面から見たヘッドのトップライン
と交差する位置までの高さの１／２以下の高さ位置にあるよう構成する。
【０００６】
　第４の発明では、第１～第３の発明の前記重心は、正面視において、前記垂線で切り取
られる前記厚肉部の上下方向幅の中間位置よりも上に位置しているよう構成する。
【０００７】
　第５の発明では、第１から第４の発明の前記厚肉部の上端部ラインは概ね直線であり、
その指向方向は、ヘッドを所定ライ角の標準載置状態にした状態で、水平を０度として、
０度からトウ側が上がる＋２０度の範囲にあるよう構成する。
　第６の発明では、第１から第５の発明のヘッドを所定ライ角の標準載置状態にした状態
の正面視で、前記厚肉部の上端部ラインの中間位置を通る水平線がヘッド外周と交差する
ヒール側点とトウ側点との距離に対して、前記上端部の前記水平線に沿った長さは３０％
以下であるよう構成する。
【発明の効果】
【０００８】
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　第１の発明では、縁部の下が薄肉部であって、その下が背面を曲面にして肉厚の増加率
を下方程大きくした肉厚増加部であるため、単に背面を傾斜した平面で形成した場合より
も、上方からより多くの質量（重量）を除去でき、それをより下方及び周辺に振り分ける
ことができ、効果的に低重心化及び慣性モーメントの増大が可能となる。また、正面視で
厚肉部に重心が位置しているため、厚肉部というしっかりした良い打感維持の可能な領域
で打撃できる。ボールの打点がばらついた場合は、厚肉部が段差状に厚肉化していること
で、その周囲の薄い肉厚の領域が打点となった場合と比べて厚肉部での打撃は明確に異な
った打感を有する。このため、プレーヤーが狙った通り打撃できたか、外れたかが明確に
感知でき、こういう意味のシャープな打感が得られる。また、厚肉部の上端部がヘッドの
トップから３０％以上下方に位置し、この上方に薄肉部と肉厚増加部との薄肉領域が存在
しているので、打感を良くしつつ、可及的に低重心化を図っていると共に、打撃時のこの
薄肉領域の（フェース部）変形を可能にして、反発性を良くしてもいる。
【０００９】
　第２の発明では、重心が厚肉部の内部に位置しているので、打撃時に感じる打感が更に
明瞭になる。しっかりとした打感となる。
　第３の発明では、スィートスポットが上下方向の中間位置以下の位置にあるため、結局
は低重心化が図られている。
【００１０】
　本願全体としてはヘッドの重心を下げて、スィートスポットで打った球を高弾道にする
のではあるが、この第４発明では、打球エリアとなる厚肉部を重心に対して相対的に下げ
て構成し、厚肉部の上下方向の真中よりも上に重心を位置させている。即ち、厚肉部は、
（シャープな）打感を保持した状態で打撃できるエリアであり、その厚肉部の上下の真中
を狙って打撃した場合は、その打撃点はスィートスポットよりも下側位置である。このた
め、球がヘッドから離れる際にはフェース面が垂直に近くなる立つ状態になり、ロフト角
が小さいヘッドで打撃したのと同様になる。ロフト角が小さいヘッドとは、番手の小さい
ヘッドであり、その意味で、飛距離も出し得る。
【００１１】
　第５の発明では、この角度範囲は、ヒール側からトウ側へのトップラインの前上がり傾
斜によるヘッド高さの増加の範囲内であり、この範囲内で厚肉部のトウ側高さをヒール側
と同じ又はより高くすることは、トウ・ヒール方向における厚肉部範囲のトウ部寄りの打
撃となった場合、その部位での打撃の上下幅が広いのであり、その意味で打感の変化、バ
ラツキを抑制できる。
　第６の発明では、厚肉部の範囲を狭くすることで、広くする場合の重量をより下方に振
り分けることができ、より低重心化が図れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明を添付図面を用いて更に詳細に説明する。図１は本発明に係るゴルフクラ
ブヘッドの近くを図示し、所定ライ角θ及び所定ロフト角で基準面上に載置した正面視の
図であり、図２はそのヘッドの後側から視認した図、図３は矢視線Ｃ－Ｃによる横断面図
、図４は矢視線Ｄ－Ｄによる横断面図、図５は矢視線Ｅ－Ｅによる横断面図、図６は図２
を下方Ｆから視認した図である。図４は、説明の都合上、図３や図５よりも拡大率を大き
くし、ハッチングも省略している。ヘッド２０は金属製（アイアン製）であり、シャフト
１０の先部を受容して接続するホーゼル部２２を一体に有している。ヘッド正面のフェー
ス面を有するフェース部２０Ｆと、トップ部２０ＴＰと、トウ部２０Ｔと、ヒール部２０
Ｈと、ソール部２０Ｓとを有し、後述のウエイト部材ＷＴを除いて一体形成されている。
【００１３】
　トップ部の正面視トップライン（とその延長ライン）Ｌ１は、ヒール部側が低くてトウ
部側が高い先上がり傾斜状である。ヘッドのバック側（フェース部の後側）は、ヘッド周
辺部を適宜な厚肉とした縁部ＦＴＰ，ＦＴ，ＦＳ，ＦＨで覆い、この縁部で後述の領域Ｚ
１、Ｚ２、Ｚ３を囲っている。トップ部の縁部がＦＴＰ、トウ部の縁部がＦＴ、ソール部
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の縁部がＦＳ、ヒール部縁部がＦＨである。トップ部の縁部ＦＴＰの下側はこの縁部より
も薄肉の薄肉部Ｚ１であり、この実施形態例では、トップラインＬ１に概ね沿って形成し
ている。この薄肉部の下側は後述する肉厚増加部Ｚ２であり、この肉厚増加部の下側であ
って、トウ・ヒール方向の中央領域には、該肉厚増加部に対してその周囲を段差状に厚肉
化した厚肉部Ｚ３を設けている。この厚肉部の肉厚増加部に対する付加部（図４のハッチ
ング部）は、別材料で形成して一体化させてもよい。
【００１４】
　この厚肉部は下方に行くほど厚肉化されており、この例では厚肉部の背面（図２で略台
形状に広がって視認される面）は一平面であるが、これに限らず肉厚増加部の背面よりも
緩やかな曲面でもよい。また、ソール部縁部ＦＳの内周側において、この縁部のトウ・ヒ
ール方向の中央領域ＦＳＢが、そのトウ部側とヒール部側に対して下方に下がっており、
その上面は下方に窪み、下面（後述の上壁面２０ＳＫ）は下方に膨出している。また、こ
のソール部縁部中央領域ＦＳＢは、ヒール寄り領域やトウ寄り領域に比べて、長手方向平
均でいってソール部縁部ＦＳの中でより厚肉である。この中央領域縁部ＦＳＢに対して、
厚肉部Ｚ３の下端部が連結一体化している。また、この厚肉部下端部よりも、縁部ＦＳＢ
は段差状又は急勾配でより厚肉（他の厚さと同様にフェース面に向かう方向の厚さ）であ
る。
【００１５】
　概ね台形状厚肉部Ｚ３の上端部の指向ラインは、水平ラインに対して角度βの方向であ
り、この例では、１０度程である。角度βとしては、０度～＋２０度の範囲が好ましい。
ヘッドの重心Ｇは図２において厚肉部Ｚ３の広がり範囲に入っており、図２の重心Ｇを通
る垂線Ｌ２が図２のヘッドのトップラインと交差する点をＰ１とすると、スィートスポッ
トＳＳの高さ位置Ｈ２はこの点Ｐ１の高さＨ０の１／２よりも低い位置にある。また、前
記垂線Ｌ２に沿って測った厚肉部Ｚ３の上下方向幅Ｌの１／２の位置ＣＰは、重心Ｇより
も下方にある。更には、図２において垂線Ｌ２が交差する厚肉部上端部までの高さＨ１は
、高さＨ０の７０％以下であり、４５％以上でもある。より狭く限定すれば、Ｈ０の５０
％～６５％である。この厚肉部とトップ部縁部ＦＴＰとの間は、肉厚が薄くて打撃時のフ
ェース部の変形を容易にさせる。
【００１６】
　また、厚肉部の上端部のトウ・ヒール方向中間位置を通る水平線が、図２においてヘッ
ド外周と交差するヒール側点とトウ側点との距離に対して、また、平面であるフェース面
と交差するヒール側点とトウ側点との距離に対して、前記中間位置を通る水平線に沿った
前記厚肉部上端部の長さは３０％以下である。好ましくは、１８～２５％である。更には
、厚肉部上端部のトウ・ヒール方向中間位置は、重心Ｇ（又はスィートスポットＳＳ）の
位置に対してδだけトウ寄りに位置している。即ち、厚肉部のトウ・ヒール方向の位置で
は幾分トウ寄りである。δは０ｍｍ～５ｍｍの範囲である。これで打感を向上できる。
【００１７】
　図４を参照すれば分かるが、ヘッドの重心Ｇは、図４においても厚肉部Ｚ３の厚さ範囲
内に位置しており、このため、打感が明瞭になり、しっかりとした打感となる。
　第４発明に関する事項であるが、厚肉部の上下方向の中心位置ＣＰは、重心Ｇよりも下
方にあり、打球エリアとなる厚肉部をヘッド重心Ｇに対して相対的に下げて構成している
。即ち、厚肉部は、（シャープな）打感を保持した状態で打撃できるエリアであり、意識
的にその厚肉部の中央を狙って打撃した場合、即ち、ヘッドのスィートスポットＳＳでは
なくて、幾分下がった位置ＳＳ’で打撃した場合、球がヘッドから離れる際には、幾分フ
ェース面が垂直に近くなる立つ状態になり、ロフト角が小さいヘッドで打撃したのと同様
になる。ロフト角が小さいヘッドとは、番手の小さいヘッドであり、その意味で、飛距離
も出し得る。
【００１８】
　薄肉部Ｚ１は一定肉厚ｔ０（例えば、７番アイアンで２．７ｍｍ）であり、トップ部の
縁部ＦＴＰ下端からの幅は６～１２ｍｍ、好ましくは７～１０ｍｍである。しかし、肉厚
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は縁部ＦＴＰよりも薄肉であればよく、一定肉厚には限らない。肉厚増加部Ｚ２は、この
薄肉部の下端に対して段差無く連続接続させている。しかし、この接続領域に、通常刻印
される番手番号、商品名等の刻印や模様が存在する場合は、これらを無視して判断する。
この例では、肉厚増加部の面（背面）は、フェース部２０Ｆのフェース面に直交すると共
に前記薄肉部の下端を通る基準ラインよりも上方に中心を有する半径Ｒの円弧状に形成さ
れ、フェース面側に凸である。従って、肉厚増加部は下方程肉厚ｔの増加率が大きくなる
。このため、ヘッドの上方の質量（重量）を効果的に下方に移設配分でき、ヘッド重心Ｇ
を下げることができる。従って、必ずしも円弧である必要は無く、楕円でもよいし、放物
線で形成することもでき、下方程肉厚増加率が大きくなる曲線であれば任意である。
【００１９】
　上記Ｒは、例えば、１００ｍｍであり、５０ｍｍ～１５０ｍｍにするとよい。
　図４における肉厚ｔ１，ｔ２，ｔ３，ｔ４は、７番アイアンを例にすれば、３．３ｍｍ
，４．８ｍｍ，５．８ｍｍ，１０．５ｍｍである。肉厚ｔ３は、半径Ｒが１００ｍｍの場
合に、肉厚増加部背面を厚肉部内に仮想的に延長した１点鎖線で示すラインに対するもの
である。肉厚ｔ４はｔ３に対して１５０～２３０％、好ましくは１７０～２１０％であり
、約２倍である。また、肉厚ｔ２はｔ１に対して１２０～２００％、好ましくは１４０～
１８０％であり、約１．５倍である。こうして、相対的に下方の肉厚をより厚くしたので
、打感を向上できると共に低重心化が図れ、特に、厚肉部を低く設定して打球位置をヘッ
ド下部にすることができ、その位置でのトウ側又はヒール側に打点がずれても厚肉部での
打感との差を少なくできる。
【００２０】
　図３においては、肉厚変化部Ｚ２としては、薄肉部Ｚ１と厚肉部Ｚ３との間に対応する
領域Ｚ２Ａと、厚肉部に隣接したヒール部寄り領域Ｚ２Ｃとが現れている。図５において
は、肉厚変化部Ｚ２としては、薄肉部Ｚ１と厚肉部Ｚ３との間に対応する領域Ｚ２Ａと、
厚肉部に隣接したトウ部寄り領域Ｚ２Ｂとが現れている。薄肉部Ｚ１が一定肉厚ｔ０であ
り、これらの厚肉増加部Ｚ２は、トップ部側からソール部側に行くに従って肉厚ｔが増加
する半径Ｒの円弧状の曲面背面であり、トップラインは先上がりの傾斜状であるため、図
２の同じ高さ位置や上下方向幅の中央位置同士で比較すれば、ヒール部寄り領域の肉厚ｔ
はトウ部寄り領域の肉厚ｔよりも薄い。トップラインが先上がりの傾斜状であって、フェ
ース部のトウ部寄り領域は上下方向寸法が大きく、ヒール部寄り領域はその寸法が小さい
。このため、もし、ヒール部寄りとトウ部寄りで肉厚ｔが同じであれば、打撃時にヒール
部寄り領域が撓み難くなり、ヒール部寄り領域の反発性が低下するが、この領域の肉厚を
薄くしているので、トウ部寄り領域との撓み性の相違を低減させている。
【００２１】
　本発明範囲とは別となるが、上記領域Ｚ２Ａ，Ｚ２Ｂ，Ｚ２Ｃは薄肉部Ｚ１と区別のな
い領域、例えば、同じ厚さｔ０であってもよく、また、背面を曲面ではなくて平面で形成
することもでき、曲面と平面とを併用することもできる。
【００２２】
　なお、本形態例ヘッドでは、ソール部２０Ｓのバック部寄り角部に、図２と図６に図示
されるように、トウ・ヒール方向に長く、タングステン等を含有させ、本体よりも比重の
大きなウエイト部材ＷＴを配設しており、これによりさらに低重心化を図ると共に、重心
深度を深くしている。該部材ＷＴの下面（ソール面）と背面とは外部に露出している。ま
た、ウエイトのトウ・ヒール方向の配分は、中央部を少なくして、トウ部側とヒール部側
とに多く配分し、慣性モーメントを大きくしている。更には、図２に現れているように、
ウエイト部材はトウ・ヒール方向に長い弓形状であり、部材ＷＴのヒール側端部とトウ側
端部とは、夫々、厚肉部Ｚ３の下端部位置よりも高い位置で終端している。
【００２３】
　また、ウエイト部材を受容するヘッド側凹部を成す上面（天井面）２０ＳＫは、フェー
ス部のフェース面に直交する方向に指向させている。他面である前面２０ＳＬは概ねフェ
ース面に平行である。しかし、本願ではこれらの形態はこの例に限らない。
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【産業上の利用可能性】
【００２４】
　本発明は、アイアン型ヘッドを有するゴルフクラブとして利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は本発明に係るゴルフクラブのヘッド付近の図であり、基準載置の正面図で
ある。
【図２】図２はヘッドの後側から視認した図である。
【図３】図３は矢視線Ｃ－Ｃによる横断面図である。
【図４】図４は矢視線Ｄ－Ｄによる横断面図である。
【図５】図５は矢視線Ｅ－Ｅによる横断面図である。
【図６】図６は図２の下方Ｆから視認した図である。
【符号の説明】
【００２６】
　ＦＴＰ　　　　　　　　トップ部の縁部
　Ｇ　　　　　　　　　　ヘッド重心
　Ｚ１　　　　　　　　　薄肉部
　Ｚ２　　　　　　　　　肉厚増加部
　Ｚ３　　　　　　　　　厚肉部

【図１】



(8) JP 2010-51618 A 2010.3.11

【図２】

【図３】
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【図５】
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